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幕
末
期
徳
川
将
軍
書
簡
の
古
文
書
学
的
検
討

D
iplom

atic L
etters of the Tokugaw

a Shogun in the L
ate E

do E
ra：

Paleographical A
nalysis

A
R

A
K

I K
azunori 

は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
の
所
蔵
資
料
の
な
か
に
は
、〝Record Group 59: 

General Records of the D
epartm

ent of State, 1763-2002〞

と
分
類
さ
れ

た
、〝Series: N

otes from
 Japan Regarding the T

reaty of Y
edo, 1860-

1862〞

と
題
す
る
資
料
群
が
存
在
す
る
。
こ
の
資
料
群
に
関
し
て
は
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
共
同
研
究
「
近
世
近
代
転
換
期
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
史
の
再
検
討
」（
研

究
代
表
者 

福
岡
万
里
子
）
の
一
環
と
し
て
の
概
要
調
査
が
行
わ
れ
、
幕
末
期
の
徳

川
将
軍
書
簡
な
ど
に
関
す
る
概
報
が
公
表
さ
れ
て
い
る
〔
横
山
二
〇
二
一
〕。

本
稿
は
、
同
資
料
群
の
う
ち
、
徳
川
将
軍
書
簡
の
古
文
書
学
的
検
討
を
試
み
る
も

の
で
あ
る
が
、
筆
者
の
専
門
は
日
本
中
世
史
で
あ
る
か
ら
、
幕
末
期
の
問
題
を
論
じ

る
こ
と
に
は
躊
躇
を
覚
え
る
。
し
か
し
、
古
代
・
中
世
日
本
の
往
復
外
交
文
書
の
総

合
的
な
検
討
を
試
み
た
こ
と
が
あ
り
〔
荒
木
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
一
〕、
幕
末
期
を
含

め
、
前
近
代
日
本
の
往
復
外
交
文
書
を
通
時
的
に
把
握
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

研
究
ノ
ー
ト

荒
木
和
憲　

東
ア
ジ
ア
諸
国
の
往
復
外
交
文
書
に
お
い
て
は
、
皇
帝
・
天
皇
文
書
や
官
文
書
の

様
式
の
外
交
文
書
よ
り
も
、
む
し
ろ
私
文
書
様
式
（
書
簡
）
の
外
交
文
書
の
ほ
う
が

広
範
に
通
用
し
て
い
た
。
前
者
に
関
し
て
例
を
挙
げ
る
と
、
中
国
王
朝
の
皇
帝
と
周

辺
諸
国
の
国
王
と
の
あ
い
だ
で
は
、
下
行
（
下
達
）
文
書
と
し
て
の
詔
書
・
勅
書
、

お
よ
び
上
行
（
上
申
）
文
書
と
し
て
の
表
文
な
ど
が
往
復
し
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
間
で

は
律
令
的
官
制
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
国
家
・
地
方
機
関
が
相
互
に
牒
・
咨
文
な

ど
を
往
復
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
双
方
の
名
分
上
の
関
係
性
（
上
下
・
対
等
）
を
直

截
的
に
あ
ら
わ
す
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
皇
帝
・
天
皇
文
書
や
官
文

書
の
様
式
に
は
中
国
王
朝
の
華
夷
意
識
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
模
倣
・
受
容
し
た
周
辺

諸
国
の
華
夷
意
識
が
多
分
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
外
交
文
書
の
往
復
は
二
国
間
の
軋
轢
を
生
み
や
す
い
。
し
か
し
、
中
世

後
期
の
日
本
の
往
復
外
交
文
書
を
見
渡
す
と
、
皇
帝
文
書
・
官
文
書
の
様
式
が
使
用

さ
れ
た
局
面
は
日
明
関
係
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
・
琉
球
、
さ
ら
に
は
東
南
ア

ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
は
私
文
書
様
式
で
あ
る
書
簡
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
書

簡
の
場
合
、
皇
帝
文
書
・
官
文
書
に
比
べ
れ
ば
、
二
者
間
の
関
係
性
を
曖
昧
に
表
現
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
日
朝
往
復
書
簡
と
し
て
の
「
書
契
」
は
、
二
者
間

の
対
等
性
を
尊
重
す
る
様
式
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
書
簡
に
は
二
者
間
の
関
係
性

を
曖
昧
に
表
現
す
る
、
も
し
く
は
対
等
性
を
表
現
す
る
と
い
う
効
用
が
あ
っ
た
わ
け

で
あ
り
、
そ
れ
が
現
実
の
外
交
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の

か
、
事
例
を
積
み
上
げ
な
が
ら
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

中
世
後
期
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
、
多
様
化
す
る
国
際
関
係
が
書
簡
様
式
の
外

交
文
書
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、「
鎖
国
」
の
成
立
に
と
も
な

い
、
書
簡
様
式
の
外
交
文
書
の
多
様
性
は
失
わ
れ
、
日
朝
・
日
琉
・
日
蘭
間
を
往
復

す
る
書
簡
へ
と
収
斂
し
た
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
幕
末
開
港
期
に
再
び
多
様
化

す
る
国
際
関
係
に
お
い
て
、
書
簡
様
式
の
外
交
文
書
が
ど
の
よ
う
に
し
て
多
様
化
の

途
を
た
ど
っ
た
の
か
は
、
ひ
と
つ
の
論
点
と
な
り
え
よ
う
。
こ
う
し
た
問
題
関
心
に

も
と
づ
く
な
ら
ば
、
幕
末
期
の
徳
川
将
軍
書
簡
は
恰
好
の
検
討
対
象
と
な
る
わ
け
で

あ
り
、
ま
た
そ
の
原
本
を
古
文
書
学
的
手
法
で
分
析
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
幕
末
期
の
徳
川
将
軍
書
簡
の
古
文
書
学
的
検
討
、

す
な
わ
ち
形
態
論
的
・
様
式
論
的
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
書
簡
ご
と
の
形
態
・
様

式
の
差
異
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
幕
府
の
対
外
姿
勢
の
一
端
を
照
射
し
て
み
た
い
。

一　

徳
川
家
定
漢
文
書
簡（
安
政
五
年
）

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
五
月
六
日
付
の
徳
川
家
定
漢
文
書
簡
は
、
ア
メ
リ
カ
大

統
領
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ピ
ア
ー
ス
を
名
宛
人
と
す
る
。
日
米
修
好
通
商
条
約
を
め
ぐ

る
交
渉
の
最
終
局
面
を
迎
え
、
そ
の
締
結
を
躊
躇
し
た
幕
府
が
総
領
事
タ
ウ
ン
ゼ
ン

ト
・
ハ
リ
ス
の
要
求
に
応
じ
て
作
成
し
、
当
人
に
手
交
し
た
も
の
で
あ
る
〔
横
山

二
〇
二
一；

一
七
九
頁
〕。

釈
文
を
示
せ
ば
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（【
写
真
1
】
参
照
）。
な
お
、
原
則
と

し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
適
宜
、
読
点
を
付
し
た
。

「
返
（
封
上
書
）書

」

    

粛
復

亜
墨
利
加
合
衆
国

大
統
領
皮（
ピ
ア
ー
ス
）

児
設
殿
下

貴
国
往
年
以
降
屡
求

両
国
脩
睦
、
幸
慰
靡
鮮
、
且
現
今
派
領
事
官
巴（
ハ
ル
リ
ス
）

爾
理
士

為
使
節
齎
書
翰
、
謀
使

両
国
人
民
、
共
通
貿
易
、
永
以
安
寧
、
詞
旨
懇
欵
、
感
荷

曷
己（
已
）、

乃
宜
以
章
程
草
案
相
示
也
、
然
期
日
不
得
不

緩
者
、
以
有
我
闔
国
会
同
商
議
之
事
也
、
幸
諒
察

之
、
併
祈

貴
国
安
全
、
不
悉
、

安
政
五
年
戊
午
五
月
六
日

    

日
本
国
源
家
定
（
朱
文
方
印
「
経
文
緯
武
」）

              

つ
づ
い
て
、
家
定
漢
文
書
簡
の
形
態
を
図
示
す
れ
ば
、【
図
1
】の
と
お
り
で
あ
る
。

結
論
か
ら
先
に
い
え
ば
、
中
近
世
の
日
朝
往
復
書
契
の
様
式
〔
伊
藤
二
〇
〇
二
〕
を

簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
の
対
象
と
し
て
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
朝

鮮
国
王
純
祖
書
契
と
徳
川
家
斉
書
契
控
（
い
ず
れ
も
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
）
の
模

式
図
を
掲
げ
る
（【
図
2
】【
図
3
】）。

日
朝
往
復
書
契
は
、
書
簡
の
一
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
発
信
者

と
受
信
者
と
の
名
分
上
の
対
等
性
（
敵
礼
関
係
）
を
前
提
と
し
て
授
受
さ
れ
る
も
の

で
、
随
所
に
対
等
性
・
対
称
性
を
表
現
し
て
い
る
〔
荒
木
二
〇
二
〇；

三
一
一
〜

三
一
三
頁
・
二
〇
二
一；

二
三
八
〜
二
三
九
頁
〕。
外
交
に
お
け
る
プ
ロ
ト
コ
ル（
典
礼
）
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【
図
1
】
徳
川
家
定
漢
文
書
簡
（
模
式
図
）

【
図
2
】
朝
鮮
国
王
純
祖
書
契
（
模
式
図
）
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の
一
種
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
端
的
に
表
れ
る
の
が
行
頭
の
位
置
で
あ
る
。
純
祖
書

契
（【
図
2
】）
は
「
朝
鮮
国
王
李　

」、「
日
本
国
大
君　

殿
下
」、「
殿
下
」（
大
君
）

を
二
字
擡
頭
（
双
擡
）
し
、
家
斉
書
契
控
（【
図
3
】）
は
「
日
本
国
源　

□（
家
斉
）□

」「
朝

鮮
国
王　

殿
下
」「
文
化
八
年
辛
未
五
月　

日
」
を
二
字
擡
頭
す
る
。
い
ず
れ
も
日

本
国
大
君
と
朝
鮮
国
王
と
の
対
等
性
を
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
相
互
の
行
為
等
に
対
す
る
敬
意
表
現
と
し
て
、
純
祖
書
契
は
、
家
斉
に
ま

つ
わ
る
語
句
と
し
て
、「
洪
緒
」（
事
業
）、「
誕
撫
」（
意
の
ま
ま
に
統
治
す
る
）、「
休

聞
」（
名
声
）、「
益
懋
」（
益ま
す

ま
す
懋つ
と

め
）、「
茂
膺
」（
茂つ
と

め
て
膺う

け
よ
）
の
五
か
所
、

な
ら
び
に
「
両
国
」
の
一
か
所
に
一
字
擡
頭
（
単
擡
）
を
施
す
。
一
方
、
家
斉
書
契

は
、
純
祖
に
ま
つ
わ
る
語
句
と
し
て
、「
華
緘
」（
書
契
）、「
啓
居
」（
生
活
）、「
珎
貽
」

（
贈
品
）、「
隆
誼
」（
厚
誼
）、「
弥
揚
」（
弥い
よ

い
よ
揚
げ
）、「
允
受
」（
允ま
こ
とに

受
け
よ
）

の
六
か
所
、
な
ら
び
に
「
両
国
」
の
一
か
所
に
一
字
擡
頭
（
単
擡
）
を
施
す
。

双
方
と
も
に
文
体
は
漢
文
体
、
書
風
・
字
体
は
細
字
の
楷
書
体
と
す
る
。
文
字
を

細
字
で
認し
た
ため

る
の
は
相
手
へ
の
敬
意
表
現
で
あ
る
〔
伊
藤
二
〇
〇
二；

二
六
頁
〕。
楷

書
体
を
使
用
す
る
の
は
、
楷
・
行
・
草
の
区
分
に
も
と
づ
き
、
楷
書
を
使
用
す
る
こ

と
が
敬
意
を
示
す
こ
と
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
句
（
書
出
文
言
）
は
、
純
祖
書
契
が
往
信
文
言
の
「
奉
書
」（
書
を
奉
た
て
ま
つる

）、

家
斉
書
契
が
返
信
文
言
の
「
敬
復
」（
敬つ
つ
しみ

て
復
す
）
を
使
用
す
る
。
中
近
世
の
日

朝
往
復
書
契
に
お
け
る
冒
頭
句
と
し
て
は
、
目
上
・
長
属
に
使
用
で
き
る
丁
重
な
文

言
で
あ
る
「
奉
書
」〔
廣
瀬
二
〇
一
八；

一
章
〕
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。「
奉
書
」

は
往
信
文
言
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
返
信
文
言
が
「
奉
復
」
で
あ
る
か
ら
、「
奉

書
」
と
「
奉
復
」
は
同
等
の
敬
意
を
払
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
、「
奉
復
」

の
「
奉
」
の
字
は
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
上
行
（
上
申
）
文
書
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
帯
び
る
た
め
、
幕
府
側
は
「
奉
」
の
字
を
避
け
て
、
丁
重
で
は
あ
る
が
上
行

文
書
と
し
て
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ま
な
い
「
敬
」
を
選
択
し
、「
敬
復
」
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

結
尾
句
（
書
止
文
言
）
は
、
双
方
と
も
に
「
不
備
」
と
す
る
。
日
朝
往
復
書
契
に

【
図
3
】
徳
川
家
斉
書
契
控
（
模
式
図
）               

　

〇
控
で
あ
る
た
め
、
印
影
全
体
が
朱
塗
り
さ
れ
、
諱
が
隠
れ
て
い
る
。
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お
い
て
は
、
対
等
な
二
者
間
で
使
用
さ
れ
る
文
言
で
あ
る
「
不
宣
」〔
荒
木

二
〇
二
一；

二
三
二
頁
〕
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
「
不
備
」
を

使
用
し
て
い
る
。「
不
宣
」
と
「
不
備
」
の
ど
ち
ら
が
厚
礼
な
の
か
は
未
詳
で
あ
る

が
、
相
互
に
「
不
備
」
を
使
用
し
あ
う
こ
と
で
、
対
等
な
敬
意
を
払
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
書
風
・
字
体
・
文
言
な
ど
を
意
識
的
に
選
択
し
、
相
互
に
同
等
の

敬
意
を
払
う
の
が
基
本
的
な
あ
り
方
で
あ
っ
た
が
、
将
軍
（
大
君
）
の
書
契
に
は
、

そ
う
し
た
プ
ロ
ト
コ
ル
の
制
約
を
受
け
つ
つ
も
、
朝
鮮
に
対
す
る
優
位
を
保
と
う
と

す
る
作
為
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
家
定
漢
文
書
簡
（【
写
真
1
】【
図
1
】）

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
文
体
は
漢
文
体
、
書
風
・
字
体
は
細
字
の
楷
書
体
、

冒
頭
句
は
「
粛
復
」（
粛つ
つ
しみ

て
復
す
）、
結
尾
句
は
「
不
悉
」
と
す
る
。
行
頭
の
位
置

は
、「
亜
墨
利
加
合
衆
国
」「
大
統
領
皮
児
設
殿
下
」「
安
政
五
年
戊
午
五
月
六
日
」「
日

本
国
源
家
定
」
を
二
字
擡
頭
、「
貴
国
」「
両
国
」
を
一
字
擡
頭
す
る
。
こ
こ
で
は
将

軍
（
大
君
）
と
大
統
領
は
対
等
な
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
日
朝
往
復
書
契
の
様
式

（【
図
2
】【
図
3
】）
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
基
本
的
に
は
こ
れ
を
踏

襲
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

た
だ
し
、
相
違
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
日
朝
往
復
書
契
の
場
合
、
純
祖
書
契
の
料

紙
は
厚
手
で
大
型
の
楮
紙
打
紙
で
、
法
量
は
縦
四
九
・
六
㎝
×
横
一
二
八
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
は
〇
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
〔
田
代
二
〇
〇
七
〕。
家
斉
書
契

控
の
料
紙
は
、
厚
手
で
大
型
の
鳥
の
子
紙
を
金
銀
で
装
飾
し
た
も
の
で
、
法
量
は
縦

五
一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
九
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
〔
下
関
市
立
歴

史
博
物
館
二
〇
一
八
〕。
朝
鮮
国
王
書
契
は
装
飾
の
な
い
素
紙
で
あ
る
の
に
対
し
、
将

軍
書
契
は
装
飾
料
紙
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
非
対
称
な
か
た
ち
を
と
っ
て

い
る
。
外
交
文
書
に
装
飾
料
紙
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
自
尊
意
識
の
発
露
と
み
な
さ

れ
る
た
め
（
後
述
）、
料
紙
の
選
択
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
に
対
し
て
優
位
を
保
と
う

と
す
る
作
為
が
あ
っ
た
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
家
定
書
簡
の
場
合
は
素
紙
を
使

用
し
て
い
る
。
な
お
、
家
定
書
簡
の
料
紙
の
法
量
（
計
算
値
）
1
（

）
は
縦
四
七
・
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
×
横
八
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
家
斉
書
契
控
と
ほ
ぼ

同
程
度
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
相
違
点
は
、
差
出
書
・
押
印
・
封
式
の
作
法
で
あ
る
。
日
朝
往
復
書

契
の
場
合
、
純
祖
書
契
を
例
に
と
る
と
、
端
（
冒
頭
）
と
奥
（
末
尾
）
の
二
か
所
に

わ
た
っ
て
差
出
書
と
押
印
を
施
す
（【
図
2
】）。
ま
た
、
料
紙
裏
面
の
第
七
折
の
上

方
に
「
奉
書
」、
第
五
折
の
左
半
上
方
に
「
日
本
国
大
君　

殿
下
」
と
記
し
、
第
七

折
と
第
五
折
が
重
な
る
部
分
に
「
朝
鮮
国
王
李

（
押
印
）　

謹
封
」
と
割
書
・
割

印
を
施
す
（【
図
4
】）。
こ
う
し
た
封
式
を
「
合
衿
」
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

家
定
漢
文
書
簡
の
差
出
書
・
押
印
は
末
尾
の
み
で
あ
り
、
封
式
は
「
合
衿
」
の
作
法

を
採
ら
ず
、
端
裏
に
「
返
書
」
と
大
書
す
る
の
み
で
あ
る
（【
図
1
】）。

こ
の
よ
う
に
、
細
部
に
手
間
を
か
け
た
日
朝
往
復
書
契
と
比
較
す
る
と
、
家
定
書

簡
は
そ
の
形
態
・
様
式
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
料
紙
・
差
出
書
・
押
印
・
封
式
を
簡
略

化
し
た
も
の
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
家
定
漢
文
書
簡
は
急
仕
立
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
装
飾
料
紙
を
用
意
す
る
だ
け
の
時
間
の
余
裕
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
が
）
2
（

、
差
出
書
・
押
印
・
封
式
の
簡
略
化
は
、
意
図
的
な
薄
礼
化
と
み

ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
外
交
儀
礼
上
の
朝
鮮
と
ア
メ
リ
カ
と
の
位
置
づ
け
の

相
違
で
あ
る
。
ハ
リ
ス
の
将
軍
拝
謁
儀
礼
を
朝
鮮
・
琉
球
使
節
の
そ
れ
と
比
較
し
た

佐
野
真
由
子
氏
〔
佐
野
二
〇
一
六；

第
三
章
〕
に
よ
る
と
、
幕
府
は
ア
メ
リ
カ
を
朝

鮮
よ
り
も
下
位
、
琉
球
よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
を
外
交
文

書
に
引
き
つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
将
軍
は
琉
球
国
王
に
直
接
文
書
を
発
す
る
こ
と

な
く
、
老
中
書
状
で
対
応
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
将
軍

書
簡
を
発
し
た
の
は
、
琉
球
国
王
よ
り
も
厚
礼
の
対
応
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
を
朝
鮮
国
王
よ
り
も
下
位
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

日
朝
往
復
書
契
の
様
式
を
そ
の
ま
ま
転
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

様
式
の
一
部
を
簡
略
化
（
薄
礼
化
）
す
る
こ
と
で
差
別
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
と
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り
わ
け
、
差
出
書
に
省
略
が
み
ら
れ
る
の
は
、
大
君
た
る
家
茂
の
姓
名
を
む
や
み
に

書
き
表
す
こ
と
を
避
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

差
出
書
は
奥
（
末
尾
）
の
一
か
所
の
み
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
押
印
の
方
法
、

お
よ
び
印
文
の
選
択
に
も
相
違
が
あ
る
。
従
来
は
差
出
人
の
諱
に
重
ね
て
押
印
す
る

の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
私
文
書
様
式
（
私
信
形
式
）
で
あ
る
書
簡
の
特
徴
で

あ
る
〔
荒
木
二
〇
二
一；

二
三
八
〜
二
四
四
頁
〕。
私
印
で
あ
る
「
図
書
」〔
木
村
二
〇

二
一；

九
章
〕
の
印
文
に
は
、
諱
の
み
、
姓
＋
諱
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
わ
け

で
あ
る
が
、
初
代
家
康
の
「
源
家
康
忠
恕
」
印
、
二
代
秀
忠
の
「
源
秀
忠
」
印
は
〔
古

川
二
〇
一
九；

一
九
三
頁
〕、
そ
う
し
た
中
世
以
来
の
原
理
を
踏
襲
し
た
も
の
で
、
発

信
者
の
人
格
性
を
強
く
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。

そ
の
後
、
三
代
家
光
は
諱
を
避
け
て
「
源
忠
徳
」
印
を
使
用
し
、
四
代
家
綱
の
「
源

監
国
」
印
、
五
代
綱
吉
の
「
源
忠
敬
」
印
、
八
代
吉
宗
の
「
源
」
印
、
九
代
家
重
の

「
源
表
正
」
印
、
十
代
家
治
の
「
源
寛
裕
」
印
に
継
承
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
例
外
と

し
て
は
六
代
家
宣
の
「
文
命
之
宝
」
印
が
あ
る
。
十
一
代
家
斉
が
「
克
綏
厥
猷
」
印

を
使
用
し
て
以
後
は
、
十
二
代
家
慶
の
「
恭
敬
温
文
」
印
、
そ
し
て
十
三
代
家
定
・

十
四
代
家
茂
・
十
五
代
慶
喜
の
三
代
に
わ
た
る
「
経
文
緯
武
」
印
へ
と
続
い
た
〔
以

上
、
古
川
二
〇
一
九；

一
九
三
頁
〕。
家
光
か
ら
家
治
ま
で
は
諱
を
避
け
、
そ
の
代
替

と
し
て
将
軍
個
人
が
帯
び
る
儒
学
的
徳
目
を
二
字
の
漢
語
で
表
し
た
の
に
対
し
（
吉

宗
を
除
く
）、
家
斉
以
降
は
、
姓
を
も
避
け
、
将
軍
個
人
の
徳
目
ま
た
は
統
治
理
念

を
四
字
の
漢
語
で
表
す
と
い
う
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。「
克
綏
厥
猷
」（
克よ

く
厥そ

の
猷み
ち

を
綏や
す

ん
ず
）
は
政
道
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
、「
恭
敬
温
文
」
は
謙
虚
・
温
和
で
礼
儀

に
か
な
う
さ
ま
、「
経
文
緯
武
」（
文
を
経
た
て
い
とと

し
武
を
緯
よ
こ
い
とと

す
）
は
文
武
を
統
べ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
将
軍
個
人
の
人
格
を
表
す
と
い
う
原
理
的
な
意
味
が
印
文
か
ら
失

わ
れ
、
将
軍
の
統
治
理
念
を
示
す
も
の
へ
と
変
化
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け

家
定
の
代
に
製
作
さ
れ
た
「
経
文
緯
武
」
印
が
家
茂
・
慶
喜
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
印
に
将
軍
家
に
世
襲
さ
れ
る
外
交
印
と
し
て
の
性
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
〔
古
川
二
〇
一
九；

二
〇
三
頁
〕。

た
だ
し
、
印
文
に
「
武
」
の
字
を
使
用
し
た
の
は
、
外
交
儀
礼
上
、
不
穏
な
措
置

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
朝
鮮
に
対
し
て
家
宣
が
「
文
命
之
宝
」
印
（
印
文
の
考
案

者
は
新
井
白
石
〔
古
川
二
〇
一
九；

一
九
六
〜
一
九
九
頁
〕）、
家
慶
が
「
恭
敬
温
文
」

印
を
使
用
し
、「
日
本
国
大
君
」
が
「
文
」（
文
明
・
礼
儀
）
を
尊
ぶ
存
在
で
あ
る
と

表
現
し
た
こ
と
と
は
対
照
的
な
の
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
朱
子
学
を
政
治
思
想
の

根
幹
と
す
る
日
朝
両
国
の
外
交
に
お
い
て
、「
文
」
の
尊
重
を
強
調
す
る
こ
と
は
、

平
和
的
・
友
好
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
歴
史
的
文
脈
に

照
ら
し
た
と
き
、「
経
文
緯
武
」
印
を
採
用
し
、「
文
」
だ
け
で
な
く
「
武
」
を
も
強

調
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
を
文
明
国
で
は
な
い
夷
狄
と
み
な
し
た
も
同
然
と
い
え

【
図
4
】
朝
鮮
国
王
純
祖
書
契
の
「
合
衿
」（
模
式
図
）
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よ
う
。
国
内
に
お
け
る
攘
夷
論
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
将
軍
が
「
武
」（
武
威
）

に
も
と
づ
き
対
米
交
渉
を
主
導
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
装
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

二　

徳
川
家
茂
和
文
書
簡（
安
政
七
年
）

安
政
七
年
（
万
延
元
・
一
八
六
〇
）
正
月
十
六
日
付
の
徳
川
家
茂
和
文
書
簡
は
、

大
統
領
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
を
名
宛
人
と
す
る
。
万
延
元
年
閏
三
月
二
十
八

日
（
一
八
六
〇
年
五
月
十
八
日
）、
条
約
批
准
書
の
交
換
を
使
命
と
す
る
遣
米
使
節

が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
謁
見
儀
礼
に
臨
ん
だ
さ
い
、
正
使
新
見
正
興
に
よ
っ
て
ブ

キ
ャ
ナ
ン
に
手
交
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
〔
横
山
二
〇
二
一；

一
七
五
頁
〕。

釈
文
を
示
せ
ば
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（【
写
真
2
】
参
照
）。

う
や
〳
〵
し
く
亜
墨
利
加
合
衆
国
の

大（
ブ
キ
ャ
ナ
ン
）

統
領
の
み（
御
下
）

も
と
に
ま（
申
）を

す
、
さ
き
に

下
田
奉
行
信（
井
上
）濃守

源
清
直
・
目
付

肥（
岩
瀬
）後

守
藤
原
忠
震
等
に
お（
仰
）ほ

せ
て

そ
の
く（
国
）に

の
欽
差
全
権
巴
児
（
ハ
ル
リ
ス
）

利
斯
と
は（
謀
）か

り
、

む（

睦

）

つ
ひ
の
の（
憲
）り

を
さ（
定
）た

め
て
、
も（

物

売

の
う
り

か買
）

ふ
へ
き
ち（

契

）

き
り
の
し（

証

文

）

る
し
ふ
ミ
を
あ（
与
）た

へ

江
戸
の
つ
か（
府
）さ

に
ゆ（

行

交

）

き
か
ひ
せ
し
む
、
い（

今

又

）

ま
ゝ
た

こ（
殊
）と

に
奉
行
豊（
新
見
）前

守
源
正
興
・
淡（
村
垣
）路

守

源
範
正
・
目
付
豊（
小
栗
）後

守
源
忠
順
等
に

ち
き
り
の
し
る
し
ふ
ミ
を
も（
持
）た

し
め
て

華〔
ワ
シ
ン
ト
ン
〕

盛
頓
の
つ（

府

）

か
さ
に
い（
至
）た

ら
し
む
、

こ
の
こ
と
き（
極
）ハ

め
て
い（

至

深

）

た
り
ふ
か
く
、
こ（

心

）

ゝ
ろ
い
と

ね（

懇

）

も
こ
ろ
な
り
、
か
れ
こ
の
ゝ
ち
ふ（

二

国

）

た
く
に
の

し（

親

）

た
し
み
も
い
よ
〳
〵
あ（
篤
）つ

く
ま（

交

）

し
ら
ひ
は
、

世
々
に
か（
変
）は

ら
さ
る
へ
し
、
い
ま
こ
の
つ（

使

）

か
ひ

み（
三
人
）

た
り
の
お（
臣
）ミ

は
さ
ら
に
え（
撰
）ら

ひ
ま（
設
）け

た
る

も（
者
）の

に
し
あ
れ
は
、
と
も
に
ま（

真

心

）

こ
ゝ
ろ
を
の（
伸
）ハ

へ
て

こ（

言

諮

）

と
は
か
ら
れ
よ
か
し
、
す
へ
て
し
た
し
ミ
を

あ
つ
く
し
、
ま
た
そ
の
く
に
た（

平

）

ひ
ら
け
く

や（
安
）す

け
か
ら
む
こ
と
を
お（
思
）も

ふ
に
こ
そ
、

    

安
政
七
年
正
月
十
六
日

    源
家
茂
（
朱
文
方
印
「
経
文
緯
武
」）

    ま
ず
目
を
惹
く
の
は
料
紙
で
あ
る
。
二
紙
を
継
い
だ
も
の
で
、
法
量
は
縦

四
五
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
一
八
二
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
第
一
紙
は

九
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
第
二
紙
は
八
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、
厚
さ
は

〇
・
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
〔
横
山
二
〇
二
一
〕。
大
型
か
つ
厚
手
の
料
紙
と
い
え

る
。
日
朝
往
復
書
契
で
続
紙
を
使
用
し
た
例
は
な
く
、
新
し
い
料
紙
の
使
い
方
で
あ

る
。
和
文
（
擬
古
文
）
を
採
用
し
て
長
文
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
し
て

続
紙
を
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

紙
質
は
鳥
の
子
紙
で
、
金
泥
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
金
銀
の
切
箔
を
散
ら
し
て

折
枝
文
を
表
し
て
い
る
。
副
使
村
垣
範
正
の
『
航
海
日
記
』
に
は
「
御
国
書
の
金
泥

花
鳥
を
画え
が
きた

る
料
紙
」
と
あ
る
が
〔
吉
田
一
九
六
〇；

一
五
二
頁
〕、
こ
の
記
録
と
は

文
様
が
異
な
る
。
現
存
す
る
清
書
本
は
、
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
の
品
川
出
航
の
直
前
に
井

伊
直
弼
の
腹
臣
長
野
主
膳
に
よ
っ
て
差
し
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
）
3
（

、「
金
泥

花
鳥
を
画
た
る
料
紙
」
と
は
差
し
替
え
前
の
書
簡
の
料
紙
を
指
し
て
お
り
、
村
垣
ら

も
差
し
替
え
後
の
書
簡
の
料
紙
が
何
で
あ
る
か
を
詳
し
く
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

金
銀
装
飾
料
紙
を
使
用
す
る
外
交
書
簡
の
現
存
例
と
し
て
最
も
古
い
の
は
、
天
正
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十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
豊
臣
秀
吉
が
「
小
琉
球
」（
ス
ペ
イ
ン
領
ル
ソ
ン
）
に
宛

て
た
書
簡
で
あ
る
。
料
紙
の
紙
質
は
、
厚
手
の
鳥
の
子
紙
で
あ
る
〔
清
水
二
〇
一
九
〕。

こ
う
し
た
料
紙
を
秀
吉
が
採
用
し
た
の
は
、
装
飾
豊
か
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
ン
ド
副

王
書
簡
（
一
五
八
七
年
、
妙
法
院
蔵
）
を
接
受
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
も
の
で
、

諸
外
国
に
対
し
て
み
ず
か
ら
の
権
威
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
〔
岩
生
一
九
八
六
〕〔
清
水
二
〇
一
九
〕。  

江
戸
幕
府
は
こ
れ
を
踏
襲
し
、
対
朝
鮮
外
交
に
お
い
て
、
将
軍
書
契
お
よ
び
老
中

書
契
に
金
銀
装
飾
料
紙
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
韓
国
側
で
原
本
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
日
本
側
に
伝
わ
る
控
と
し
て
は
、
徳
川
綱
吉
書
契
控
（
藤
井
斉
成
会
有

隣
館
蔵
）・
徳
川
家
重
書
契
控
（
同
）〔
文
化
庁
一
九
八
八
〕、
徳
川
家
斉
書
契
控
（
外
務

省
外
交
史
料
館
蔵
）〔
下
関
市
立
博
物
館
二
〇
一
八
〕
の
ほ
か
、
老
中
酒
井
忠
恭
書
契

控
（
早
稲
田
大
学
蔵
）〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
二
〇
一
八
〕
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

先
述
の
と
お
り
、
日
朝
往
復
書
契
に
は
、
名
分
上
の
対
等
性
を
相
互
に
尊
重
す
る
と

い
う
プ
ロ
ト
コ
ル
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
料
紙
に
関
し
て
は
、
朝

鮮
国
王
書
契
・
礼
曹
判
書
書
契
が
素
紙
を
使
用
す
る
の
に
対
し
、
将
軍
書
契
・
老
中

書
契
が
金
銀
装
飾
料
紙
を
使
用
す
る
と
い
う
非
対
称
性
が
看
取
さ
れ
る
。
金
銀
装
飾

料
紙
に
自
尊
意
識
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
プ
ロ
ト
コ
ル
の
制
約
を
受
け
つ

つ
も
、
朝
鮮
に
対
す
る
優
位
性
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
）
4
（

。こ
う
し
た
外
交
文
書
に
お
け
る
金
銀
装
飾
料
紙
の
使
用
例
に
鑑
み
れ
ば
、
家
茂
和

文
書
簡
に
も
大
君
と
し
て
の
自
尊
意
識
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
家
茂
和
文

書
簡
は
、
公
使
の
ハ
リ
ス
に
託
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
初
の
遣
米
使
節
が
携
行
・
伝

達
し
た
も
の
で
あ
る
。『
航
海
日
記
』〔
吉
田
一
九
六
〇
〕
に
よ
る
と
、
万
延
元
年
閏

三
月
二
十
八
日
（
一
八
六
〇
年
五
月
十
八
日
）、
遣
米
使
節
が
大
統
領
に
謁
見
し
た

さ
い
、
正
使
新
見
正
興
が
通
訳
を
交
え
て
「
御
諚
の
趣
」
を
述
べ
た
の
ち
、「
御
国
書
」

を
内
箱
か
ら
取
り
出
し
、
剥
き
出
し
の
状
態
）
5
（

で
大
統
領
に
手
交
し
て
い
る
。「
御
国

書
」
の
伝
達
儀
礼
の
場
で
ア
メ
リ
カ
側
が
開
披
す
る
可
能
性
を
想
定
し
た
う
え
で
、

大
君
の
権
威
を
視
覚
的
に
誇
示
す
る
た
め
に
金
銀
装
飾
料
紙
を
選
択
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
日
米
間
に
は
言
語
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
形
態
的
な
側
面
の
ほ
う
が
大
君
の
権
威
を
演
出
す
る
う
え
で

効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
和
文
書
簡
の
清
書
本
と
と
も
に
現
存
す
る
蘭
語
書
簡
の
料
紙
と
比

較
す
る
こ
と
で
、
よ
り
明
瞭
と
な
る
。
蘭
語
書
簡
の
料
紙
は
、
公
開
画
像
の
質
感
か

ら
判
断
す
れ
ば
、
料
紙
は
厚
手
の
鳥
の
子
紙
で
、
装
飾
の
な
い
素
紙
で
あ
る
。『
航

海
日
記
』
に
よ
る
と
、「
横
文
」（
横
書
き
の
書
簡
）
の
料
紙
は
鳥
の
子
紙
で
あ
っ
た

〔
吉
田
一
九
六
〇；

一
五
六
頁
〕。
そ
れ
ゆ
え
、
儀
礼
的
な
性
格
を
帯
び
る
和
文
書
簡

に
装
飾
料
紙
を
使
用
し
、
実
務
的
な
位
置
づ
け
で
あ
る
蘭
語
書
簡
に
は
素
紙
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
差
別
化
を
図
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

つ
づ
い
て
、
文
体
・
書
体
の
側
面
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
文
体
は
和
文
体
（
漢

字
仮
名
混
淆
文
・
擬
古
文
）、
書
風
・
書
体
は
細
字
の
行
書
体
で
あ
る
。
従
来
、
日

朝
外
交
に
お
け
る
将
軍
書
簡
・
老
中
書
簡
は
大
学
頭
林
家
の
管
掌
〔
田
中

一
九
九
六；

二
二
〜
二
六
頁
〕
の
も
と
で
漢
文
体
・
楷
書
体
で
作
成
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
こ
で
は
和
文
体
・
行
書
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
文
体
が
和
文
体
で
あ
る
と
い
う

性
質
上
、
書
体
も
楷
書
体
よ
り
は
行
書
体
の
ほ
う
が
親
和
的
で
は
あ
る
が
、
楷
・
行
・

草
と
い
う
伝
統
的
な
価
値
観
に
照
ら
せ
ば
、
厚
礼
か
ら
薄
礼
へ
変
化
し
た
と
み
る
こ

と
も
で
き
る
。

書
出
文
言
（
冒
頭
句
）
は
「
う
や
〳
〵
し
く
亜
墨
利
加
合
衆
国
の
大
統
領
の
み
も

と
に
ま
を
す
」
で
あ
り
、
書
止
文
言
（
結
尾
句
）
は
な
い
。
行
頭
の
位
置
に
つ
い
て

は
、
本
文
に
擡
頭
は
一
切
な
く
、
年
月
日
を
一
〜
二
字
分
低
く
す
る
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
差
出
書
の
「
源
家
茂
」
と
押
印
は
本
文
よ
り
も
高
い
位
置
に
据
え

る
。
日
本
古
文
書
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
奥
上
判
」
を
採
用
し
た
も
の
で
、
尊
大
な

様
式
と
い
え
る
。
し
か
も
、「
源
家
茂
」
の
三
字
は
、
本
文
の
文
字
よ
り
も
明
ら
か

に
肥
大
で
あ
る
。
こ
の
三
字
の
サ
イ
ズ
（
計
算
値
）
は
、
縦
一
一
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
×
横
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
従
来
の
日
朝
往
復
書
契
が
細
字
（
極
細
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字
）
に
よ
っ
て
相
手
へ
の
敬
意
を
示
し
て
き
た
こ
と
〔
伊
藤
二
〇
〇
二；

二
六
頁
〕

と
対
照
す
れ
ば
、
差
出
書
の
み
を
太
字
で
大
書
し
、
名
宛
人
の
「
亜
墨
利
加
合
衆
国

の
大
統
領
」
を
相
対
的
に
小
さ
く
細
く
書
く
作
法
は
、
尊
大
（
薄
礼
）
で
あ
る
と
い

う
ほ
か
な
い
。

東
ア
ジ
ア
諸
国
の
皇
帝
文
書
・
官
文
書
は
上
下
・
対
等
関
係
を
直
截
的
に
明
示
す

る
こ
と
を
特
徴
と
し
、
そ
れ
は
擡
頭
・
平
出
・
闕
字
と
い
う
視
覚
的
表
現
や
語
句
の

選
択
に
表
れ
る
。
私
文
書
（
書
簡
）
の
場
合
も
、
そ
こ
ま
で
厳
密
で
は
な
い
に
し
ろ
、

文
書
を
授
受
す
る
二
者
間
の
関
係
性
を
示
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
日
朝
往

復
書
契
の
場
合
は
、
名
分
上
の
対
等
性
を
相
互
に
尊
重
す
る
と
い
う
プ
ロ
ト
コ
ル
に

大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
家
茂
和
文
書
簡
は
、
従
来
の
漢
文
書

簡
や
日
朝
往
復
書
契
に
埋
め
こ
ま
れ
て
い
た
プ
ロ
ト
コ
ル
か
ら
解
放
さ
れ
、
独
自
の

様
式
を
採
用
し
た
も
の
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
家
茂
和
文
書
簡
は
、
料
紙
に
金
銀
装
飾
料
紙
を
使
用
し
、
文
体
・

書
体
を
和
文
体
・
行
書
体
と
し
、
差
出
書
の
み
を
擡
頭
・
大
書
し
、
か
つ
「
経
文
緯

武
」
印
を
押
し
て
「
武
」（
武
威
）
を
示
す
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
要
素
が
一
体
と
な
っ
て
大
君
の
権
威
を
演
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

外
交
儀
礼
に
お
い
て
、
拝
礼
と
い
う
身
体
的
行
為
に
対
す
る
拒
絶
反
応
が
生
じ
る

こ
と
は
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
日
米
間
の
外
交
書
簡
の
場
合
、
両
者

に
言
語
・
文
化
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
た
め
、
い
く
ら
大
君
の
権
威
を
誇
示
し
た

様
式
・
形
態
・
文
面
を
選
択
・
使
用
し
よ
う
と
も
、
ア
メ
リ
カ
側
が
そ
の
意
図
を
理

解
し
て
拒
絶
反
応
を
起
こ
す
可
能
性
は
低
い
。
逆
に
い
え
ば
、
大
君
の
権
威
を
誇
示

す
る
こ
と
の
外
交
上
の
効
果
は
薄
い
わ
け
で
あ
り
、
や
は
り
自
尊
意
識
を
満
た
す
た

め
の
内
向
き
の
作
為
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三　

徳
川
家
茂
和
文
贈
品
目
録（
安
政
七
年
）

年
月
日
と
差
出
書
・
名
宛
書
は
な
い
が
、
関
連
す
る
記
録
類
、
な
ら
び
に
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
研
究
機
構
蔵
「
幕
末
日
本
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
器
物
類
と
の
照
合
に

よ
っ
て
、
徳
川
家
茂
か
ら
大
統
領
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
へ
の
公
式
の
贈
品
を

列
記
し
た
目
録
、
す
な
わ
ち
安
政
七
年
（
万
延
元
・
一
八
六
〇
）
正
月
十
六
日
付
の

家
茂
和
文
書
簡
の
付
属
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
〔
福
岡
・
日
高
・
澤
田

二
〇
二
一
）
6
（

；

一
一
八
〜
一
一
九
頁
〕。

釈
文
を
示
せ
ば
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（【
写
真
3
】
参
照
）。

「
（
封
上
書
）目

録
」

太
刀　
　
　
　

二
振

馬
具　
　
　
　

一
揃

掛
物　
　
　
　

十
軸

翠
簾
屏
風　
　

五
双

純〔
鈍
〕子

幔
幕　
　

二
張

大
和
錦　
　
　

十
巻

書
棚　
　
　
　

一
架

料
紙
硯
箱　
　

一
組

　

以
上

外
交
儀
礼
に
お
い
て
贈
品
の
授
受
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
品
目
・
数
量
が
外
交

文
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
外
交
文
書
の
本
紙
の
本
文
中
に
記
載
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
別
紙
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
こ
れ
を

「
別
幅
」〔
橋
本
二
〇
一
九
〕
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
総
じ
て
「
別
幅
」
に
贈
品
の

品
目
・
数
量
を
記
載
す
る
と
い
う
作
法
の
ほ
う
が
厚
礼
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
〔
荒

木
二
〇
二
一
）
7
（

；

二
三
五
〜
二
三
六
頁
〕。                   

日
朝
往
復
書
契
に
添
付
さ
れ
る
贈
品
目
録
は
「
別
幅
」
と
称
さ
れ
る
。
徳
川
将
軍

の
別
幅
と
し
て
は
、
延
享
五
年
（
寛
延
元
・
一
七
四
八
）
の
徳
川
家
重
別
幅
控
（
藤
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井
斉
成
会
有
隣
館
蔵
、【
図
5
】）〔
文
化
庁
一
九
八
八
〕
が
伝
わ
る
。
料
紙
は
厚
手
の

鳥
の
子
紙
に
金
の
装
飾
を
加
え
た
も
の
で
、
全
文
を
楷
書
体
の
小
字
で
記
す
。
冒
頭

に
「
別
幅
」
と
記
し
た
の
ち
、
贈
品
の
品
目
・
数
量
を
列
挙
し
、「
整
」
の
語
で
締

め
る
。
最
後
に
年
月
日
と
差
出
書
・
押
印
を
施
す
。
基
本
的
に
書
契
（
本
紙
）
の
形

態
・
様
式
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
家
茂
和
文
贈
品
目
録
（【
写
真
3
】【
図
6
】）
の
料
紙
は
、
鳥

の
子
紙
を
使
用
す
る
が
、
装
飾
の
な
い
素
紙
で
あ
る
。
本
紙
と
し
て
の
家
茂
和
文
書

簡
（【
写
真
2
】）
が
金
銀
装
飾
料
紙
で
あ
る
こ
と
と
対
照
す
れ
ば
、
別
紙
に
あ
た
る

贈
品
目
録
の
料
紙
は
き
わ
め
て
簡
素
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
質
の
料
紙
を
使
用
し
た

封
紙
に
「
目
録
」
と
上
書
す
る
。
目
録
の
本
紙
は
品
目
・
数
量
を
記
し
、「
以
上
」

で
締
め
る
の
み
で
あ
る
。
日
朝
往
復
書
契
に
付
属
す
る
「
別
幅
」
と
は
形
態
・
様
式

両
面
に
お
い
て
異
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
日
本
国
内
の
書
札
様
文
書
の
様
式
（
進
上

目
録
）
を
適
用
し
た
も
の
と
い
え
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
琉
球
国
王
宛
の
老
中
連
署
書
状
に
付
属
す
る
贈
品
目

録
で
あ
る
。
年
未
詳
の
計
一
〇
通
が
伝
わ
る
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）〔
東
京
国
立

博
物
館
二
〇
〇
二
〕。
い
ず
れ
も
冒
頭
に
「
目
録
」（
ま
た
は
「
も
く
ろ
く
」）
と
記
し

た
の
ち
、
贈
品
の
品
目
・
数
量
を
列
記
し
、「
以
上
」
で
締
め
る
。
年
月
日
の
記
載

は
な
い
。
封
紙
は
な
く
、
端
裏
に
「
目
録
」
と
記
す
も
の
が
六
通
（
う
ち
一
通
を
【
図

7
】
と
し
て
示
す
）、
何
も
記
さ
な
い
の
が
四
通
と
な
る
。

家
茂
和
文
贈
品
目
録
は
、
基
本
的
に
琉
球
国
王
宛
の
老
中
贈
品
目
録
の
様
式
を
転

用
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
老
中
贈
品
目
録
に
封
紙
が
な
い
の

に
対
し
、
家
茂
和
文
贈
品
目
録
に
は
封
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
へ

の
一
定
の
敬
意
を
払
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
将
軍
拝
謁
儀
礼
に
お
い
て
、
ア
メ
リ

カ
を
朝
鮮
よ
り
も
下
位
、
琉
球
よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
指
向
が
あ
っ

た
こ
と
〔
佐
野
二
〇
一
六；

三
章
〕
に
鑑
み
れ
ば
、
贈
品
目
録
の
形
態
の
細
か
な
違

い
の
な
か
に
も
、
厚
礼
と
薄
礼
と
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ

る
の
で
あ
る
。

【
図
5
】
徳
川
家
重
別
副
控
（
模
式
図
）
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【
図
6
】
徳
川
家
茂
和
文
贈
品
目
録
（
模
式
図
）

【
図
7
】
江
戸
幕
府
老
中
贈
品
目
録
（
模
式
図
）
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四　

徳
川
家
茂
和
文
書
簡（
文
久
元
年
・
同
二
年
）

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
三
月
二
十
三
日
付
の
徳
川
家
茂
和
文
書
簡
は
、
大
統
領

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
を
名
宛
人
と
す
る
。
安
政
五
か
国
条
約
が
定
め
る
江

戸
の
開
市
期
限
（
一
八
六
二
年
一
月
一
日
）、
お
よ
び
兵
庫
・
大
坂
の
開
港
・
開
市

期
限
（
一
八
六
三
年
一
月
一
日
）
の
延
期
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
（
新
潟
の
開
港
・

開
市
は
保
留
中
）。
弁
理
公
使
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
の
勧
告
な
ど
を
受
け
、
各

国
元
首
宛
で
一
斉
に
作
成
さ
れ
た
書
簡
群
の
う
ち
の
一
通
で
あ
る〔
石
井
一
九
六
六；

六
五
〜
六
七
頁
〕〔
横
山
二
〇
二
一；

一
八
〇
頁
〕。

釈
文
を
示
せ
ば
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（【
写
真
4
】
参
照
）。

恭
し
く
亜
墨
利
加
合
衆
国

大（
リ
ン
カ
ー
ン
）

統
領
の
も
と
に
申
す
、
我
国
と

貴
国
と
条
約
を
取
結
ひ
し
よ
り

こ
の
か
た
、
数
々
の
事
務
漸
々
に

つ（

序

）

い
て
を
得
て
、
条
約
の
書
に
載
る
処
、

大
か
た
ハ
是
を
施
す
に
至
り
ぬ
、

し
か
る
に
彼
条
約
の
中
、
兵
庫

お
よ
ひ
新
潟
の
港
を
開
き
、
ま
た

江
戸
・
大
坂
の
市
町
に
て
外
国
の
人

も
の
商
ふ
業
を
営
む
へ
き
条
は
、

契
り
し
如
く
行
な
ハ
む
と
す
れ
と
も
、

か（

数

々

）

す
〳
〵
障
の
事
あ
れ
は
、
暫
く

開
く
へ
き
期
を
延
む
と
す
、
そ
の
細
や
か

な
る
事
か（
柄
）ら

ハ
、
外
国
の
事
務
に
関
れ
る
我

老
中
久
世
大
和
守
・
安
藤
対
馬
守
よ
り

貴
国
外
国
事
務
大
臣
に
申
入
へ
し
、
こ
ハ

親
し
く
懇
な
る
意
を
も
て
、
む（

諾

）

へ
な
は
む
こ
と
を

求
む
、
且
貴
国
平
安
を
こ
れ
祈
る
也
、

    

文
久
元
辛
酉
年
三
月
廿
三
日

    

源
家
茂
（
朱
文
方
印
「
経
文
緯
武
」）

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
家
茂
書
簡
の
料
紙
は
、
二
紙
を
継
い
だ
も
の
で
、
法

量
（
計
算
値
）
は
四
三
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
一
五
八
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
第

一
紙
は
八
二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
第
二
紙
は
七
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ

る
。
紙
質
は
鳥
の
子
紙
で
あ
り
、
金
の
装
飾
を
加
え
る
が
、
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）

の
家
茂
和
文
書
簡
に
比
べ
れ
ば
、
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。
遣
米
使
節
が
大
統
領
に
直

接
手
交
し
た
安
政
七
年
和
文
書
簡
と
は
異
な
り
、
公
使
ハ
リ
ス
に
託
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
儀
礼
性
を
薄
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
文
体
・
書
体
は
和
文
体
・
行
書

体
で
あ
る
。
た
だ
し
、
和
文
体
と
は
い
っ
て
も
、
安
政
七
年
和
文
書
簡
の
よ
う
な
擬

古
文
で
は
な
く
、
実
務
的
な
文
章
で
あ
る
。

書
出
文
言
は
「
恭
し
く
墨
利
加
合
衆
国
大
統
領
の
も
と
に
申
す
」
で
あ
り
、
安
政

七
年
和
文
書
簡
の
「
み
も
と
」（
御
下
）
が
「
も
と
」（
下
）
に
変
化
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。「
み
も
と
」「
も
と
」
は
漢
文
書
簡
に
お
け
る
敬
称
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
み
も
と
」
か
ら
「
も
と
」
へ
の
変
化
は
、
あ
え
て
い
え
ば
、「
殿
下
」
か
ら
「
閣
下
」

「
閤
下
」
に
格
下
げ
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
差
出
書
の
「
源
家
茂
」
の

三
字
の
サ
イ
ズ（
計
算
値
）は
縦
一
四
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
安
政
七
年
和
文
書
簡
と
比
べ
、
縦
方
向
に
大
き
く
肥
大
し
、
よ
り
尊

大
化
し
て
い
る
。

総
じ
て
形
態
面
の
簡
素
化
と
様
式
面
の
薄
礼
化
が
進
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
遣
米
使
節
の
視
察
に
よ
っ
て
、
大
統
領
が
民
衆
か
ら
選
出
さ
れ
た
「
惣
督
」

で
あ
っ
て
、「
国
君
」で
は
な
い
こ
と（『
航
海
日
記
』、〔
吉
田
一
九
六
〇；

一
五
四
頁
〕）
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が
実
地
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、
大
君
と
「
惣
督
」
と

の
格
差
を
表
現
す
る
た
め
、
微
妙
な
操
作
が
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
少
し

視
点
を
ず
ら
す
と
、
幕
府
側
は
ハ
リ
ス
の
二
度
目
（
安
政
六
年
）
の
将
軍
拝
謁
儀
礼

を
、
初
度
（
安
政
四
年
）
よ
り
も
簡
略
化
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
ハ
リ
ス
の
反
発
を

買
っ
て
い
る
〔
佐
野
二
〇
一
六；

二
〇
六
〜
二
一
二
頁
〕。
将
軍
拝
謁
儀
礼
と
外
交
文

書
の
両
面
に
お
い
て
、
幕
府
側
は
外
交
儀
礼
の
簡
素
化
と
薄
礼
化
を
指
向
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

つ
づ
い
て
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
四
月
七
日
付
の
家
茂
和
文
書
簡
は
、
大
統

領
リ
ン
カ
ー
ン
を
名
宛
人
と
す
る
。
弁
理
公
使
ハ
リ
ス
を
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
召

還
す
る
旨
を
伝
え
た
、
一
八
六
一
年
十
一
月
十
四
日
付
の
リ
ン
カ
ー
ン
書
簡
に
対
す

る
返
書
で
あ
る
）
8
（

。

釈
文
を
示
せ
ば
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（【
写
真
5
】
参
照
）。

恭
敬
し
て

余
れ
亜
墨
利
加
合
衆
国
マ
ー
イ
エ
ス
テ
イ
ト

大（
リ
ン
カ
ー
ン
）

統
領
に
復
す

貴
国
欽
差
大
臣
ト（
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
）

ウ
ン
セ
ン
ト
ハ
ル
リ
ス
儀
、

帰
国
の
望
み
あ
る
に
よ
り
、
其
段
許
允

さ
れ
し
趣
領
諾
せ
り
、
同
人
我
国
に
久
々

在
留
し
、
其
職
掌
精
勤
せ
し
を
感
し
、
且

殿
下
の
其
人
を
得
て
差
越
せ
し
に
依
り
、
双
方

臣
民
の
幸
福
な
る
事
、
則
ち
殿
下
友
誼

の
至
渥
な
る
を
徴
す
る
に
足
れ
り
、
な
を

委
細
の
儀
者
老
中
よ
り

貴
国
事
務
大
臣
江
可
申
入
候
、

    

文
久
二
戌
年
四
月
七
日

    

源
家
茂
（
朱
文
方
印
「
経
文
緯
武
」）              

料
紙
は
二
紙
を
継
い
だ
も
の
で
、
法
量
（
計
算
値
）
は
縦
四
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
横
一
一
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
第
一
紙
は
七
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

第
二
紙
は
四
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
第
二
紙
は
切
紙
で
あ
り
、
安
政

七
年
・
文
久
元
年
の
書
簡
が
左
右
（
端
・
奥
）
の
余
白
を
均
等
に
な
る
よ
う
調
整
し

て
い
た
の
に
対
し
（【
写
真
2
】【
写
真
4
】）、
左
（
奥
）
の
余
白
を
縮
め
た
か
た
ち

と
な
っ
て
い
る
。
紙
質
は
厚
手
の
鳥
の
子
紙
で
あ
る
が
、
装
飾
の
な
い
素
紙
で
あ
る
。

総
じ
て
簡
素
化
が
進
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。

文
体
・
書
体
は
、
文
久
元
年
の
和
文
書
簡
と
変
わ
ら
な
い
。
書
出
文
言
は
「
恭
敬

し
て
余わ

れ
亜
墨
利
加
合
衆
国
マ
ー
イ
エ
ス
テ
イ
ト
大
（
リ
ン
カ
ー
ン
）

統
領
に
復
す
」
で
あ
る
。
こ
の

表
現
は
、
安
政
五
年
の
漢
文
書
簡
の
「
蘭
訳
」（
蘭
訳
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
和
文
）

の
書
出
文
言
「
亜
墨
利
加
合
衆
国
大
統
領
マ
ー
イ
エ
ス
テ
イ
ト
（
敬
語
）
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
・
ピ
ー
ル
ス
江
）
9
（

」
と
類
似
す
る
た
め
、
欧
米
の
文
書
様
式
を
採
用
し
た
も
の
と

み
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
外
交
文
書
の
あ
り
方
に
照

ら
せ
ば
、
敬
称
の
「
も
と
」
を
省
略
す
る
こ
と
は
、
大
統
領
を
呼
び
捨
て
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
や
は
り
薄
礼
化
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
差
出
書
の
「
源

家
茂
」
の
三
字
の
サ
イ
ズ
（
計
算
値
）
は
縦
一
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
四
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
文
久
元
年
の
書
簡
よ
り
も
、
さ
ら
に
縦
方
向
へ
肥
大
し
、

尊
大
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
久
年
間
に
は
将
軍
書
簡
の
様
式
面
の
薄
礼
化
と
形
態
面
の
簡
素

化
が
看
取
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
初
の
遣
米
使
節
が
伝
達
し
た
安
政
七
年
和
文
書
簡

が
特
異
で
あ
る
点
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
君
と「
惣
督
」（
大
統
領
）

と
の
格
差
を
意
識
し
、
従
来
の
「
日
本
型
華
夷
秩
序
」〔
荒
野
一
九
八
八
〕
の
な
か
で

日
米
関
係
を
処
理
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

将
軍
書
簡
の
様
式
面
で
の
薄
礼
化
は
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
西
欧
諸
国
に
対
し
て
も
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同
様
に
認
め
ら
れ
る
。
現
存
す
る
文
久
元
年
十
二
月
二
十
日
付
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王

宛
徳
川
家
茂
信
任
状
〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
二
〇
一
五
〕
は
、
冒
頭
を
「
謹
て
孛
漏

生
国
王
に
申
す
」
と
し
て
敬
称
を
省
略
し
、
差
出
書
の
「
源
家
茂
」
を
大
書
し
、
か

つ
奥
上
判
と
し
て
い
る
。
差
出
書
の
サ
イ
ズ
（
計
算
値
）
は
縦
一
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
横
四
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
同
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
宛
書
簡
の

サ
イ
ズ
に
近
い
。

た
だ
し
、
形
態
面
で
は
金
銀
装
飾
を
凝
ら
し
た
料
紙
を
採
用
し
て
い
る
。
文
久
遣

欧
使
節
が
携
行
す
る
信
任
状
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
万
延
遣
米
使
節
が
携
行
し
た
書

簡
と
同
様
に
美
麗
な
料
紙
を
使
用
し
、
大
君
の
権
威
の
演
出
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
儀
礼
的
要
素
の
強
い
文
書
で
あ
れ
ば
美
麗
な
料
紙
を
使
用
し
、
実
務

的
要
素
の
強
い
文
書
で
あ
れ
ば
素
紙
を
使
用
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
料
紙
を
選
択
的

に
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
様
式
面
に
お
け
る
薄
礼
化
は
、
必

ず
し
も
形
態
面
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
）
10
（

。

お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
徳
川
将
軍
書
簡
に
つ
い
て
、
そ
の
形
態
と

様
式
の
特
徴
を
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
考
察
結
果
を
簡
略
に
整
理
し
た
い
。

安
政
五
年
の
徳
川
家
定
漢
文
書
簡
は
、
従
来
の
日
朝
往
復
書
契
の
プ
ロ
ト
コ
ル（
対

等
性
の
尊
重
）
に
制
約
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
、
名
分
（
礼
制
）

上
、
ア
メ
リ
カ
を
朝
鮮
よ
り
も
下
位
、
琉
球
よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ

る
。安

政
七
年
（
万
延
元
年
）
の
徳
川
家
茂
和
文
書
簡
は
、
遣
米
使
節
が
直
接
大
統
領

に
手
交
し
て
開
披
さ
れ
る
可
能
性
を
想
定
し
、
美
麗
な
金
銀
装
飾
料
紙
を
使
用
し
た

と
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
相
手
側
へ
の
敬
意
を
読
み
と
る
こ
と
は
で

き
ず
、
む
し
ろ
自
尊
意
識
が
発
露
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
様
式
面
で
は
日
朝
往
復
書

契
の
プ
ロ
ト
コ
ル
か
ら
解
放
さ
れ
、
従
来
よ
り
も
大
君
の
権
威
を
演
出
し
や
す
く

な
っ
た
。
そ
れ
は
差
出
書
・
押
印
方
法
に
最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
な
お
、
付
属

文
書
で
あ
る
和
文
贈
品
目
録
の
様
式
は
、
琉
球
国
王
宛
の
老
中
贈
品
目
録
よ
り
も
厚

礼
で
あ
る
が
、
朝
鮮
国
王
宛
の
別
幅
よ
り
も
薄
礼
で
あ
る
。

文
久
元
年
・
文
久
二
年
の
家
茂
和
文
書
簡
は
、
形
態
面
の
簡
素
化
と
様
式
面
の
薄

礼
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
料
紙
の
簡
素
化
と
差
出
書
の
肥
大
化
と
し
て
顕
著
に

表
れ
て
い
る
。

徳
川
将
軍
書
簡
の
形
態
・
様
式
か
ら
窺
え
る
の
は
、
従
来
の
「
日
本
型
華
夷
秩
序
」

と
近
代
条
約
体
制
と
い
う
相
反
す
る
国
際
関
係
の
枠
組
み
を
縫
合
し
、
国
際
社
会
に

む
け
て
は
大
君
の
権
威
を
演
出
し
つ
つ
、
国
内
政
治
に
お
い
て
は
攘
夷
論
を
抑
え
て

開
港
政
策
を
推
進
す
る
、
と
い
う
将
軍
・
幕
府
の
政
治
姿
勢
な
の
で
あ
る
。

（
1
）　

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
は
法
量
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
原
則
的
に
熟
覧
調

査
も
許
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
安
政
七
年
の
家
茂
書
簡
の
「
経
文
緯
武
」
印
の
印
影
の

法
量
（
縦
九
・
〇
㎝
×
横
九
・
一
㎝
）〔
横
山
二
〇
二
一
〕、
お
よ
び
文
久
元
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国

王
宛
家
茂
信
任
状
の
同
印
影
の
法
量
（
縦
九
・
〇
㎝
×
横
九
・
二
㎝
）〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

二
〇
一
五
〕
を
基
準
値
と
し
て
、
画
像
上
で
料
紙
の
法
量
を
計
算
し
た
。　

（
2
）　

横
山
伊
徳
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。　

（
3
）　

横
山
伊
徳
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
4
）　

近
世
初
期
の
事
例
で
あ
る
が
、
伊
達
政
宗
は
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
九
月
四
日
付
で
和

文
書
簡
と
ラ
テ
ン
語
文
書
簡
を
ロ
ー
マ
教
皇
に
送
っ
て
い
る
（
ヴ
ァ
チ
カ
ン
・
ア
ポ
ス
ト
リ
カ

図
書
館
蔵
）。
い
ず
れ
も
鳥
の
子
紙
に
金
銀
箔
を
散
り
ば
め
た
美
麗
な
料
紙
を
使
用
し
て
お
り
、

言
語
に
よ
る
料
紙
の
使
い
わ
け
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
5
）　

日
朝
往
復
書
契
は
袱
紗
の
袋
に
包
ま
れ
た
の
ち
、
箱
に
納
入
さ
れ
て
い
た
が
〔
伊
藤

二
〇
〇
二
〕、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
宛
の
書
簡
に
そ
の
よ
う
な
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

（
6
）　

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
機
構
蔵
「
幕
末
日
本
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
含
ま
れ
る
徳
川
家
茂
の

贈
品
に
関
し
て
は
、
榊
原
悟
氏
が
翠
簾
屏
風
に
着
目
し
て
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
〔
榊

原
二
〇
〇
二；

二
三
三
〜
二
四
三
頁
〕。
近
年
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
調
査
に
よ
っ
て
、

馬
具
と
書
棚
に
つ
い
て
も
、
家
茂
の
贈
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
〔
福
岡
・
日
高
・
澤
田

二
〇
二
一
〕。

（
7
）　

厚
礼
の
書
簡
を
送
る
場
合
、
し
ば
し
ば
贈
品
の
品
目
・
数
量
も
豊
富
と
な
る
。
そ
れ
を
書
簡

の
本
文
中
に
記
載
す
る
の
は
煩
瑣
と
な
る
の
で
、
い
き
お
い
別
紙
の
リ
ス
ト
（
別
幅
）
が
必
要

と
な
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
礼
の
厚
薄
、
別
幅
の
有
無
、
贈
品
の
多
寡
は
密
接
不
可
分
な
関
係

註
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荒
木　

和
憲　

二
〇
二
〇
「
中
世
日
本
の
往
復
外
交
文
書
」（
小
島
道
裕
・
田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲
編

『
古
文
書
の
様
式
と
国
際
比
較
』
勉
誠
出
版
）

荒
木　

和
憲　

二
〇
二
一
「
中
世
日
本
往
復
外
交
文
書
を
め
ぐ
る
様
式
論
的
検
討
」（『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
三
）

荒
野　

泰
典　

一
九
八
八
『
近
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』（
東
京
大
学
出
版
会
）

石
井　
　

孝　

一
九
六
六
『
増
訂 

明
治
維
新
の
国
際
的
環
境
』（
吉
川
弘
文
館
）

伊
藤　

幸
司　

二
〇
〇
二
「
現
存
史
料
か
ら
み
た
日
朝
外
交
文
書
・
書
契
」（『
九
州
史
学
』
一
三
二
）

岩
生　

成
一　

一
九
八
六
「
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
呂
宋
長
官
あ
て
豊
臣
秀
吉
の
書
翰
に
つ
い
て
」

（『
古
文
書
研
究
』
二
五
）

木
村　
　

拓　

二
〇
二
一
『
朝
鮮
王
朝
の
侯
国
的
立
場
と
外
交
』（
汲
古
書
院
）

榊
原　
　

悟　

二
〇
〇
二
『
美
の
架
け
橋
』（
ぺ
り
か
ん
社
）

佐
野
真
由
子　

二
〇
一
六
『
幕
末
外
交
儀
礼
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
）

清
水　

有
子　

二
〇
一
九
「
豊
臣
期
南
蛮
宛
て
国
書
の
料
紙
・
封
式
試
論
」（
松
方
冬
子
編
『
国
書
が

む
す
ぶ
外
交
』
東
京
大
学
出
版
会
）

田
代　

和
生　

二
〇
〇
七
「
朝
鮮
国
書
原
本
の
所
在
と
科
学
分
析
」（『
朝
鮮
学
報
』
二
〇
二
）

田
中　

健
夫　

一
九
九
六
『
前
近
代
の
国
際
交
流
と
外
交
文
書
』（
吉
川
弘
文
館
）

橋
本　
　

雄　

二
〇
一
九
「
別
幅
と
誤
解
さ
れ
た
勅
書
」（
前
掲
松
方
編
著
書
）

廣
瀬　

憲
雄　

二
〇
一
八
『
古
代
日
本
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
際
関
係
』（
勉
誠
出
版
）

福
岡
万
里
子
・
日
高
薫
・
澤
田
和
人　

二
〇
二
一
「
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
機
構
所
蔵
の
幕
末
日
本
関

係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
八
）

古
川　

祐
貴　

二
〇
一
九
「
徳
川
将
軍
の
外
交
印
」（
前
掲
松
方
編
著
書
）

横
山　

伊
徳　

二
〇
二
一
「
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
万
延
元
年
遣
米
使
節
関
係
文
書
に
つ
い
て
」

（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
八
）

吉
田　

常
吉　

一
九
六
〇
『
航
海
日
記
』（
時
事
新
書
） 

参
考
文
献

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
8
）　
『
続
通
信
全
覧
』
類
輯
之
部
「
米
ハ
ル
リ
ス
の
委
任
状　

外
六
件
」。

（
9
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
幕
末
外
国
関
係
文
書
二
〇
巻
―
九
〇
号
文
書
。

（
10
）　

美
麗
な
金
銀
装
飾
料
紙
の
使
用
が
薄
礼
（
尊
大
）
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
装
飾
性

を
抑
え
た
装
飾
料
紙
の
使
用
、
そ
し
て
素
紙
の
使
用
は
厚
礼
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

様
式
面
で
の
薄
礼
化
が
進
行
し
て
い
な
が
ら
、
形
態
面
の
み
が
厚
礼
化
に
向
か
う
と
い
う
の
は

理
解
し
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
美
麗
な
金
銀
装
飾
料
紙
か
ら
素
紙
へ
と
い
う
流
れ
は
、
形
態

面
の
簡
素
化
（
さ
ら
に
い
え
ば
経
費
の
節
減
）、
お
よ
び
儀
礼
性
の
有
無
な
い
し
濃
淡
と
い
う

観
点
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

二
〇
一
五
『
ド
イ
ツ
と
日
本
を
結
ぶ
も
の
』（
展
覧
会
図
録
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

二
〇
一
八
『
日
本
の
中
世
文
書
』（
展
覧
会
図
録
）

下
関
市
立
歴
史
博
物
館　

二
〇
一
八
『
朝
鮮
通
信
使
』（
展
覧
会
図
録
）

東
京
国
立
博
物
館　

二
〇
〇
二
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
』
琉
球
資
料
篇
（
中
央
公
論
美
術
出
版
）

文
化
庁　

一
九
九
八
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』
一
〇
（
毎
日
新
聞
社
）

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
二
年
五
月
二
三
日
審
査
終
了
）
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